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番号　　　　　　　　　　　　　　　

 

氏名　　　　　　　　　　　　　　　

※絵コンテ（表紙）

※絵本の内容

※絵本の保育での活用場面

（裏表紙）

作成する絵本の絵コンテ、内容、保育での活用についてまとめてみましょう

Lesson2

※絵コンテ（

※絵本の内容

※絵本の保育での活用場面

Lesson ワークシート18

 
番号　　　　　　　　

　　　　　　　

 
氏名　　　　　　　　

　　　　　　　

①今日の「みいつけた
！」　　　　　　　　　

　　　　　　　　　年
　　月　　日

② 15分の流れをまとめ
てみましょう。

0分 オープニング

14分 エンディング

③そのうちの 1コーナ
ー「よんだ？」のねら

い・内容を「幼稚園教
育要領」「保育所

保育指針」の５領域に
示されたねらいや内容

と照らし合わせて考え
てみましょう。

ねらい：

内　容：

④今日の「コッシーと
スイ」か「いすのまち

のコッシー」を見て、
5領域を意識し

ながら考えられるねら
い・内容を挙げてみま

しょう。

ねらい：

内　容：

⑤グループで話し合っ
てみて、自分が気づか

なかったねらいを書き
留めておきま

しょう。（裏面利用可）

事前に用意された放送
回を使って番組を分析

しましょう
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幼稚園や保育所で扱うメディア全般について学習する場合
　Windows の基本操作をマスターしてから、デジタルカメラの活用、保育者として求められる情
報モラルをしっかりと学びます。
　その後、Word・Excel・PowerPoint などの基礎・応用を時間をかけて学び、保育での教育番組
の活用について考えます。
　最後は、卒園アルバムの作成法を学び、15 回を終えます。

※１回の授業に対して複数の Lesson がある場合、いずれか１つを選びます。

● 第１回
Lesson

1 幼稚園・保育所でのメディア活用とは

● 第２回
Lesson

2
フォルダ管理とファイル保存
～パソコンの使い方の基本～

● 第３回
Lesson

3 インターネット検索

Lesson

4 電子メールの送受信

● 第４回
Lesson

5 デジタルカメラの活用

● 第５回
Lesson

6
情報倫理
～保育者に求められる情報モラル～

● 第６回
Lesson

7
園だよりの作成
～Word の基本操作と行事表の作成～

● 第７回
Lesson

8
保育案の作成
～Word による複雑な操作をマスタ－～

Lesson

9
実習日誌の書き方
～Word の作表技術を高める～

● 第８回
Lesson

10
名簿の作成
～ Excel の基本操作と名簿表の作成～

Lesson

11
グラフの作成
～ Excel による身長・体重の推移を視覚化～

● 第９回
Lesson

12
宛名ラベルの作成
～Excel のラベル作成ウィザードを使いこなす～

Lesson

13
成長記録表の作成
～Word と Excel の連携技術をマスター～

● 第10回
Lesson

14
ポスターの作成
～PowerPoint の基本操作と視覚的な支援教材の作成～

● 第11回
Lesson

15 キーボードトレーニング

Lesson

16 ホームページで情報発信

● 第12回
Lesson

17 教育番組の活用例とそのイメージ化

Lesson

18 教育番組の内容理解

● 第13回
Lesson

19 文字や数への興味・関心も高める活動

Lesson

20 保育でのメディア活用時の環境構成

● 第14回
Lesson

21
幼児とプログラミング
～スクイーク Etoys の活用～

Lesson

22
絵本づくり
～ピッケのつくるえほんの活用～

● 第15回
Lesson

23
卒園アルバムの作成
～Windows Live ムービーメーカーの活用～

する場合
保育者として求め

て学び、保育での

ルの作成
ベル作成ウィザードを使

表の作成
Excel の連携技術をマ

の作成
の基本操作と視覚的な支援

ドトレーニング

ジで情報発信

の活用例とそのイメ

の内容理解

への興味・関心も高

メディア活用時の環

ログラミング
ク Etoys の活用～

つくるえほんの活用～

バムの作成
Live ムービーメーカーの活用～
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Word・Excel を徹底的にマスターする場合
　 Windows の基本操作をマスターしてから、Word と Excel の基礎から応用までをしっかりと学
びます。
　その後、電子メールやホームページ作成と進み、最後は、卒園アルバムの作成法を学んで 15 回
を終えます。

※１回の授業に対して複数の Lesson がある場合、いずれか１つを選びます。

● 第１回
Lesson

1 幼稚園・保育所でのメディア活用とは

● 第２回
Lesson

2
フォルダ管理とファイル保存
～パソコンの使い方の基本～

● 第３回
Lesson

3 インターネット検索

Lesson

6
情報倫理
～保育者に求められる情報モラル～

● 第４回
Lesson

15 キーボードトレーニング

● 第５回
Lesson

7
園だよりの作成
～Word の基本操作と行事表の作成～

● 第６回
Lesson

8
保育案の作成
～Word による複雑な操作をマスタ－～

● 第７回
Lesson

9
実習日誌の書き方
～Word の作表技術を高める～

● 第８回
Lesson

14
ポスターの作成
～PowerPoint の基本操作と視覚的な支援教材の作成～

● 第９回
Lesson

10
名簿の作成
～ Excel の基本操作と名簿表の作成～

● 第10回
Lesson

11
グラフの作成
～ Excel による身長・体重の推移を視覚化～

● 第11回
Lesson

12
宛名ラベルの作成
～Excel のラベル作成ウィザードを使いこなす～

● 第12回
Lesson

13
成長記録表の作成
～Word と Excel の連携技術をマスター～

● 第13回
Lesson

4 電子メールの送受信

Lesson

5 デジタルカメラの活用

Lesson

16 ホームページで情報発信

● 第14回
Lesson

17 教育番組の活用例とそのイメージ化

Lesson

18 教育番組の内容理解

● 第15回
Lesson

23
卒園アルバムの作成
～Windows Live ムービーメーカーの活用～
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　保育現場では、デジタルカメラの活用が増えてきています。特に増えたのは、保育中の子ど

もの活動や表情をカメラに収めて、おたよりや壁新聞など、保護者に対して保育や子どものよ

うすを知らせるという活用方法です。

　今回は、保育者が撮影するだけにとどまらず、子どもにデジタルカメラを持たせて楽しむ保

育について考えてみましょう。その第一歩として、子どもになったつもりで四季を見つけにいっ

てみましょう。 

評価の観点
①デジタルカメラを活用した保育について理解できる

②「子どもの目線」について考え、子どもの思いに 

寄り添う気持ちを深めることができる

③デジタルカメラをただ使用するのではなく、マナー

をもって使用することができる

④デジタルカメラを活用した保育のアイデアを出すこと

ができる

　準備物　

巻末のワークシート Lesson5

デジタルカメラ

パソコン

プロジェクタまたはプリンタ

　ソフトウエア　 

Windows Live フォトギャラリー

　課題の提出　 

Lesson5 ワークシート

Step1
「子どもの目線」
について

Step2
子どもになった
つもりで
写真を撮影

Step3
写真を
パソコンに
取り込む

Step4
撮影した写真の
発表会

課題

デジタルカメラの活用
Lesson

5
満点 5点

点
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子どもがデジタルカメラで撮影した写真で発表会をしたり、写真をただ壁面に貼ったりして終わる
だけではなく、どのように活用できるかを考えてみましょう。
たとえば、『「幼稚園の草花を見つける」ために、子ども達が写真を撮影し、「自分達だけの草花図
鑑をつくる」』ことや、『「植物の成長過程を知る」ために、子ども達が写真を撮影し、「成長日記を
つくる」』ことは、実際に保育現場で行われています。
この Lesson では、例として、子どもが今の季節を感じることができるだけではなく、その思いを
自分で撮影した写真をもとに表現することを楽しむというねらいをもって「四季をみつけよう」と
いうテーマを設定しました。保育者は、子どもに聞いてみたいことや、子どもの視点で知りたいこ
とを、子どもの言葉から知るだけではなく、言葉とデジタルカメラで撮影した写真を通して多面的
に教えてもらおうという気持ちでこの課題に取り組むことで、子どもの豊かな感性に出会うことが
できるでしょう。
また、『「子どもが自分の成長を楽しむ」ために、保育者が誕生日など定期的に子どもを撮影し、「成
長のアルバムを作る」』ことや、『「手の洗い方を学ぶ」ために、保育者が手を洗う手順に沿って撮影し、
「手を洗う手順を写真で見せて理解を促す」』というように、子どものために保育者が撮影すること
で保育に活用することも考えられるでしょう。
今まで学んだことをもとに、ねらいと活動のアイデアを出してみましょう。

課題課題 ｢子どもがデジタルカメラを使う｣ 活動を想定した
保育のアイデアを出しましょう

Lesson ワークシート5
 番号　　　　　　　　　　　　　　　

 氏名　　　　　　　　　　　　　　　

あなたが保育者になった時、どのような保育場面でデジタルカメラを活用しますか。
「○○する（もしくは○○を楽しむ）ために、子どもが写真を撮影し、□□する」という文章で３つ事例を考え
てみましょう。
３つ考えることができた人は、「○○する（もしくは○○を楽しむ）ために、保育者が写真を撮影し、□□する」
という事例も考えてみましょう。

※子どもが写真を撮影する活動を取り入れたアイデア

１）

２）

３）

※保育者が写真を撮影する活動を取り入れたアイデア

｢子どもがデジタルカメラを使う｣活動を想定した保育のアイデアを出しましょう

る場合
Excel の基礎から応用までをしっかりと学

後は、卒園アルバムの作成法を学んで 15 回

つを選びます。

第10回
Lesson

11
グラフの作成
～ Excel による身長・体重の推移を視覚化～

第11回
Lesson

12
宛名ラベルの作成
～Excel のラベル作成ウィザードを使いこなす～

第12回
Lesson

13
成長記録表の作成
～Word と Excel の連携技術をマスター～

第13回
Lesson

4 電子メールの送受信

Lesson

5 デジタルカメラの活用

Lesson

16 ホームページで情報発信

第14回
Lesson

17 教育番組の活用例とそのイメージ化

Lesson

18 教育番組の内容理解

第15回
Lesson

23
卒園アルバムの作成
～Windows Live ムービーメーカーの活用～

5

保育方法・技術のマスターを中心に考え、情報機器の操作を習得する場合
　Windows の基本操作をマスターしてから、情報倫理、インターネット検索、デジタルカメラの
活用技術を学びます。
　その後、Word と Excel の基礎・応用を学び、保育での教育番組の活用を考えます。文字や数へ
の興味・関心を高める活動や絵本づくりを経験して、最後は、卒園アルバムの作成法を学び、15
回を終えます。

※１回の授業に対して複数の Lesson がある場合、いずれか１つを選びます。

● 第１回
Lesson

1 幼稚園・保育所でのメディア活用とは

● 第２回
Lesson

2
フォルダ管理とファイル保存
～パソコンの使い方の基本～

● 第３回
Lesson

4 電子メールの送受信

Lesson

15 キーボードトレーニング

Lesson

16 ホームページで情報発信

● 第４回
Lesson

6
情報倫理
～保育者に求められる情報モラル～

● 第５回
Lesson

3 インターネット検索

● 第６回
Lesson

5 デジタルカメラの活用

● 第７回
Lesson

7
園だよりの作成
～Word の基本操作と行事表の作成～

Lesson

8
保育案の作成
～Word による複雑な操作をマスタ－～

Lesson

9
実習日誌の書き方
～Word の作表技術を高める～

● 第８回
Lesson

10
名簿の作成
～ Excel の基本操作と名簿表の作成～

Lesson

11
グラフの作成
～ Excel による身長・体重の推移を視覚化～

Lesson

12
宛名ラベルの作成
～Excel のラベル作成ウィザードを使いこなす～

● 第９回
Lesson

13
成長記録表の作成
～Word と Excel の連携技術をマスター～

● 第10回
Lesson

14
ポスターの作成
～PowerPoint の基本操作と視覚的な支援教材の作成～

● 第11回
Lesson

17 教育番組の活用例とそのイメージ化

● 第12回
Lesson

18 教育番組の内容理解

● 第13回
Lesson

19 文字や数への興味・関心も高める活動

Lesson

20 保育でのメディア活用時の環境構成

● 第14回
Lesson

21
幼児とプログラミング
～スクイーク Etoys の活用～

Lesson

22
絵本づくり
～ピッケのつくるえほんの活用～

● 第15回
Lesson

23
卒園アルバムの作成
～Windows Live ムービーメーカーの活用～

Lesson 習得状況表
Lesson 名 得　点

第 1回 　　月　　日（　 ）

第 2回 　　月　　日（　 ）

第 3回 　　月　　日（　 ）

第 4回 　　月　　日（　 ）

第 5回 　　月　　日（　 ）

第 6回 　　月　　日（　 ）

第 7回 　　月　　日（　 ）

第 8回 　　月　　日（　 ）

第 9回 　　月　　日（　 ）

第 10 回 　　月　　日（　 ）

第 11 回 　　月　　日（　 ）

第 12 回 　　月　　日（　 ）

第 13 回 　　月　　日（　 ）

第 14 回 　　月　　日（　 ）

第 15 回 　　月　　日（　 ）
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写真を大きく表示する

必要に応じて、整理したり
グループ化してもよいが、
「すべての新しい項目の読
み込み」を選択して（❹）、
「読み込み」をクリックす
る（❺）と、自動的に写真
データを読み込みます。

もう一度、「Windows Live フォトギャラリー」
に戻り、大きく表示したい写真のサムネイルを
クリックします（❶）。

次の写真を表示したい時は、
左上の「次へ」をクリックし
ます。

戻りたい時は「前へ」をクリッ
クします（❷）。

写真の表示を終えたい時には、
「ファイルを閉じる」をクリッ
クします（❸）。

読み込みが終了すると、
画面に取り込んだ写真の
サムネイルが表示されます。

4

5

取り込んだ写真データは、「マイ　ドキュメント」の中にある「マイ　ピクチャ」の中に取り込ん
だ日付の名前がついたフォルダ（西暦年＿月＿日）の中に保存されています。誰が撮影したものか
分かるように後でタグを入力しますが（「写真に説明を加える」参照）、データを取り込んでから次
のデジタルカメラを接続する前に、「マイ　ピクチャ」の中にある個人の写真のデータ名を右クリッ
クして「名前の変更（M）」を選択し、「学生コード .jpg」に変更しておきましょう。誰が撮影した
写真なのかをパソコン上で判別しやすくなります。また、複数のデジタルカメラから取り込む場合、
写真データの名前が重複してしまった場合に上書きされるなどして消えてしまうことを防ぎます。

1

2

3
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子どもがデジタルカメラで撮影した写真で発表会をしたり、写真をただ壁面に貼ったりして終わる
だけではなく、どのように活用できるかを考えてみましょう。
たとえば、『「幼稚園の草花を見つける」ために、子ども達が写真を撮影し、「自分達だけの草花図
鑑をつくる」』ことや、『「植物の成長過程を知る」ために、子ども達が写真を撮影し、「成長日記を
つくる」』ことは、実際に保育現場で行われています。
この Lesson では、例として、子どもが今の季節を感じることができるだけではなく、その思いを
自分で撮影した写真をもとに表現することを楽しむというねらいをもって「四季をみつけよう」と
いうテーマを設定しました。保育者は、子どもに聞いてみたいことや、子どもの視点で知りたいこ
とを、子どもの言葉から知るだけではなく、言葉とデジタルカメラで撮影した写真を通して多面的
に教えてもらおうという気持ちでこの課題に取り組むことで、子どもの豊かな感性に出会うことが
できるでしょう。
また、『「子どもが自分の成長を楽しむ」ために、保育者が誕生日など定期的に子どもを撮影し、「成
長のアルバムを作る」』ことや、『「手の洗い方を学ぶ」ために、保育者が手を洗う手順に沿って撮影し、
「手を洗う手順を写真で見せて理解を促す」』というように、子どものために保育者が撮影すること
で保育に活用することも考えられるでしょう。
今まで学んだことをもとに、ねらいと活動のアイデアを出してみましょう。

課題課題 ｢子どもがデジタルカメラを使う｣ 活動を想定した
保育のアイデアを出しましょう

Lesson ワークシート5
 番号　　　　　　　　　　　　　　　

 氏名　　　　　　　　　　　　　　　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
活
用
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Lesson

5

１人 1台のデジタルカメラがある場合は、個々に撮影しに行けますが、グループにデジタルカメラ
1台の場合は、お互いに協力しないといけません。グループ全員が既に撮影したいものを決めてい
る場合はよいのですが、まだ決めていない人がいる場合、デジタルカメラを持って時間だけを費や
すのは、デジタルカメラの充電残量のことを考えても望ましくありません。
これから少し撮影したいものを探してみたいという場合は、最初はデジタルカメラを持たずに個人
で時間を決めて撮影したいものをそれぞれが探しに行き、時間が来たらグループで話し合いながら、
撮影順を決めていき、順番に撮影していけば時間も短縮されるでしょう。

Step3Step3p 写真をパソコンに取り込む

撮影した写真はデジタルカメラにセットしたSDカード等のメモリカードに保存し、そのメモリカー
ドを直接プリンタに差して印刷できるのであれば、プリンタで印刷をしてみんなで見るのもよいで
しょう。少人数なら十分みんなで共有できます。また、そのまま、壁新聞のように模造紙に貼って、
保護者の方にも見ることができるようにしておくこともできます。その際、写真を全面に印刷する
のではなく、少し余白をとって印刷することで、その余白部分に子どもの言葉を書き足すこともで
き、より楽しいものになるでしょう。

しかし、せっかく子ども達が撮影した写真の紛失を防ぐためにも、撮影した写真は、パソコンに取
り込みましょう。パソコンに取り込んでから印刷もできますし、パソコン上で写真を表示したもの
をプロジェクタに投影して、みんなで見ることもできます。

ここでは、「Windows Live フォトギャラリー」を使って、写真の取り込みから発表までを説明しま
す。まず、パソコンにデジタルカメラを接続（またはSDカードなどの記録媒体をパソコンにセット）
し、Windows Live フォトギャラリーを起動しましょう。

写真を取り込む

1

2

3

左上の「インポート」をクリックします（❶）。

「写真とビデオの取
り込み」の画面で、
デジタルカメラを
示すデバイスを選
択します（❷）。

読み込みボタンを
クリックします
（❸）。
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5

パソコン側の表示を見て、ディスプレイとプロジェクタの両方に画面表示されている状態にすると
よいでしょう。
もし、パソコンを認識しない場合は、一度パソコンを再起動するとうまくいく場合があります。
必要に応じて、プロジェクタのメニューを表示させ、台形補正を行ったり、ピントを合わせたりし
てください。プロジェクタによっては、自動で補正してくれるものもあります。

無事、プロジェクタにパソコンの画面が映ったら、「Windows Live フォトギャラリー」を起動させ、
写真を大きく表示して、発表会を始めましょう。
テーマに沿って撮影した写真を、みんなで見ましょう。ただ見るだけではなく、撮影した子どもか
らお話しを聞くことが大切です。

学生が撮影した写真をプロジェクタでスクリーンに映し出して、発表会をしてください。1人 30
秒でも構いません。写真を撮影した理由などを伝えあいましょう。

一見、なんということのない写真にも、そこに「撮影した人の思い」があることに気づくことがで
きたでしょうか。
私たちは保育に携わる中で「子どもの思いに寄り添う」「子どもの気持ちを大切にする」とよく言
いますが、実際どうでしょうか。
こうやって子どもに写真を撮らせることで、「Ｘちゃんはこんなことを考えていたんだ」とか「Ｙちゃ
んはこんな風に思っていたんだ」と、その子の新たな思いに気づくことができることもよくあるこ
とを覚えておいてほしいと思います。

子どもの中には、おはなしが苦手な子どもや、先生とは元気にお話しができるけども、みんなの前
で話すのは苦手だという子どももいます。また、保育者を目指すみなさんの中には、自己紹介やプ
レゼンテーションは苦手だと感じている学生もいると思います。
しかし、今回のようにテーマが決まっている写真をもとに、自分がなぜそれを撮影したのか、撮影
した時にはどのような気持ちだったのかなどをまじえてお話しをすることで、いつもより話しやす
いと感じた人もいると思います。
また、話しやすくなる援助、話したくなる援助について考えることができた人もいたと思います。
実は、このような活動は「言葉」の領域や「人間関係」の領域にもかかわってくる部分です。その
ようなねらいをもつことも大切にしてほしいと思います。

さらに、お友達のおはなしを聞きながら写真を見ることの楽しさを学ぶだけではなく、どうすれば
みんなに聞いてもらえるか、楽しんでもらえるかというところまで自分の気持ちが膨らんだ人もい
るかもしれません。ぜひ、その気持ちを思うだけで終わらずに、追求してほしいと思います。
保育の現場では、どのように子ども達に環境と出会わせるかがとても大切です。保育者の話し方、
出会わせ方で、子ども達の好奇心も高まります。友達が撮影した写真を見て、「自分も実際にそこ
に行きたい」「自分ももっと見つけたい」と思った人も多かったと思います。写真などを見せると
子どもがそれで満足するから現実の世界から遠のく、などと考えるのではなく、目的をもってメディ
アを活用することで、より豊かな保育ができる可能性があることも覚えておいてほしいと思います。
巻末のワークシート Lesson5 を切り取り、手元に準備してください。
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それでは早速、デジタルカメラを持って、撮影にいきましょう。
今回のテーマは「四季をみつけよう」です。

今の季節に応じて「秋をみつけよう」などと題して、自分が感じる四季を探しに出かけましょう。
子ども達に四季の移り変わりを感じさせることは領域「環境」の内容にも「（3） 季節により自然や
人間の生活に変化のあることに気付く」とあり、とても楽しいあそびとして発展できるでしょう。

Step2Step2p 子どもになったつもりで写真を撮影

ただ、実際に写真を撮る時には注意も必要です。

撮影してよい場所やよくない場所があることに気づきましたか？
お友達などの顔や名前が入る写真を勝手に撮影してもよいでしょうか？

「人の写真を撮る時には、『写真を撮ってもいいですか？』『写真を撮ってみんなに見せてもいいで
すか？』と必ず聞いてからにしましょう」というようなルールを作って知らせることも必要です。
また、例えば、写真に写りたくないと嫌がるお友達を撮影することについてどう思うかを考える時
間を作っても良いでしょう。
このような経験が、肖像権について定めた法律を知ることや、子ども達なりに情報化社会の「マナー」
や「モラル」を考えるきっかけにもなるでしょう。

デジタルカメラは子どもの人数分用意する必要はありません。
年長クラスなら、グループに 1つ与えて、共同作業にしてみても楽しいでしょう。子ども達なりに、
デジタルカメラを使用するルールを作り上げていくでしょう。
他にも、今日はＡちゃん、明日はＢちゃん、というふうに毎日デジタルカメラを持つことができる
子どもを一人決めて、お帰りの時間に発表するという形で行うことも考えられます。時間を決めれ
ば小さな子どもでも安心ですし、保育者も注意しやすくなります。

一つの木から桃色の花と白い花がな
かよくいっしょにならんで咲いてい
て、とてもきれいでした。

〈子どもの声〉

葉っぱだけど、ダンゴ虫にも見えるよ。

〈子どもの声〉
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パソコンでキーボードの左下の方にある「Fn キー」と左上の Esc キーから右へ続くファンクショ
ンキー（F1 F2…と続いています）の中で「LCD/VGA」マークなどが印字されているキーを確認し、
同時に押します。プロジェクタに画面を出力するためのファンクションキーは、パソコンのメーカー
によって押す場所が違うので、表示がない場合は、下の表を参考にしてください。

F3
F4
F5
F7
F8
F10

NEC、Panasonic、
HP、Compaq
東芝、シャープ
SONY、IBM（レノボ）、日立
DELL、EPSON
富士通

※Macintosh は「システム環境設定」から
　「ディスプレイ」でミラーリングの設定をします。

① ③

④②

ケーブルは、①のような「プロジェクタケーブル」を使いま
す。プロジェクタとパソコンをつなぎ、左右のねじで固定し
ましょう。
パソコンにケーブルをつないでから、電源を入れると、エラー
が少なくなります。

→

→
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Lesson

5

「子どもの目線に立ってものごとを考える」などと言いますが、子どもの目線について具体的に考
えてみましょう。
子どもの身長はどのぐらいでしょうか。
子どもと言っても５歳児、３歳児、１歳児と設定する年齢によってさまざまです（概ね４歳になる
あたりで 100cm前後です）。

実際に、子どもの身長になるようにしゃがんで周りを
見渡してみましょう。どう見えますか。ゆっくり歩い
てみましょう。いつも見ている景色が、どんな風に見
えますか。

幼児になってみると、どんな風に周りが見えるので
しょうか。

子どもにデジタルカメラを持たせることについては、「壊すから危険だ」「難しいかもしれない」と
考える必要はありません。普段からモノを大事にする心を育てている保育者なら、子どもにデジタ
ルカメラを持たせても、おもちゃや絵本と同じように大切に扱うことができることを知っているは
ずです。普段の自分の保育ができていれば、子どもを信頼して、デジタルカメラを持たせてみても
大丈夫です。

実は、保育現場でもデジタルカメラが登場する前から、使い切りカメラを用いて、自分が「発見し
たもの」を写真に撮ってクラスのみんなの前で簡単なおはなしをするといった活動がされていまし
た。何もない状態でいきなりみんなの前でおはなしをすることが難しい子どもでも、自分が撮って
きた写真を見ながら、先生におはなしするように、少しずつみんなの前でおはなしすることができ
るようになってきます。
また、もっとみんなに伝えたい、もっとおはなししたいと、身の回りの環境をより注意深く、好奇
心をもって見ることができるようにもなるようです。ピントがぼけて撮影に失敗した写真がかえっ
て芸術的だと楽しむ子どももいるようです。
さらに、１枚の写真から、クイズを出してくる子どももでてきます。みんなで考えると楽しいですね。
子どもが撮影した写真については、「こども目線調査 2010」（株式会社アサツー ディ・ケイ）の
調査結果に掲載されている子ども達の写真（2012/08/10 確認  ニュースリリース http://www.adk.
jp/html/news/2010/20100721_000344.html　調査概要も掲載された http://www.adk.jp/html/
news/100721.pdf）が参考になると思います。

Step1Step1p 「子どもの目線」について
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Lesson

5

写真に説明を加える

写真を印刷する

右側に表示されている「説明タグの追
加」をクリックすると、説明文を入力
できます。
誰が撮影した写真かなど記入しておき
ます（❶）。

印刷したい写真のところで左上の
ホームタブから「印刷」を選択する
と、印刷できます（❶）。

パソコンに取り込んだ写真をプロジェクタに映してみましょう。
プロジェクタが天井に備え付けられていない場合、机上で水平に設置しましょう。また、スクリー
ンがなくても、白い壁に映せばきれいに映るプロジェクタも増えてきました。

レンズキャップを外してから、本体（またはリモコン）の POWER ボタンを押し、ランプが明るく
なるのを待ちます。パソコンに接続すると、自動的に認識してくれるものも増えてきましたが、念
のため、パソコン画面が出力されるように設定してください。

パソコンとプロジェクタをつなぐ「ディスプレイケーブル」（①）は、差込口が台形のもので、ピ
ン数が 3列 15 ピンの構成（②）になっています。どちらがパソコン側でどちらがプロジェクタ側
という区別はありません。パソコンの外部ディスプレイ出力コネクタ（VGA コネクタ）（③）と、
プロジェクタの接続端子（④）にケーブルを差し込み、ねじで固定します。

Step4Step4p 撮影した写真の発表会

1

Lesson ワークシート1
 

番号　　　　　　　　　　　　　　　

 

氏名　　　　　　　　　　　　　　　
まず、以下の問いをよく読み解答してください。(1)　「メディア」と聞いて 何を イメージしますか？（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　
(2)　 幼稚園で活用されるメディア (2009 年度 ) の調査結果を円グラフに表したものです。

　　  よく活用されているメディア 1位・2位・3位はそれぞれ 何だと 思いますか？
1位 28.1％
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）2位 19.1％
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）3位 14.7％
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(3)　（2008 年度）幼稚園・保育所のパソコン保有率は（　約 50％　　約 75％　　約 100％　）

　　  該当する選択肢に○印をつけましょう。(4)　保育でのNHK幼児向けテレビの利用率　　全国すべての園を 100 とした場合

　　 幼稚園（2008 年度：約　　　　　％）・保育所（2008 年度：約　　　　　％）

(5)　保育でよく利用されるNHK幼児向け番組
　　　幼稚園（1位　　　　　　　　　　）（2位　　　　　　　　　　）（3位　　　　　　　　　　）

　　　保育所（1位　　　　　　　　　　）（2位　　　　　　　　　　）（3位　　　　　　　　　　）

(6)　(2010 年度 )2 歳から 6歳までの幼児が、家庭でテレビ視聴（録画での視聴を除く）する平均時間はどの

　　くらいでしょうか？　　　平均（　　　　）時間（　　　）分

以下の問いは、Step2 ～ 6を学習した後に解答します。(7)　Lesson1 の学習を終えて、あなたがはじめて知り得たことで最も印象的な内容を 1つ取り上げ、その理由

　　 とともに 300 字程度にまとめてください。

事前学習


